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地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
炭
田
晃
希

で
す
。弟
子
屈
に
来

て
、初
め
て
の
年
越

し
を
迎
え
ま
し
た
。

初
日
の
出
は
、南
弟

子
屈
か
ら
最
寄
り

の
多
和
平
か
ら
見

ま
し
た
。

　

今
月
は
、
南
弟
子
屈
地
域
活
性
会
協
議
会

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
作
成
し
た
、南
弟
子

屈
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
７
回
ま
で
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

通
し
て
、南
弟
子
屈
地
域
の
30
年
後
の
在
り
方

を
話
し
合
い
ま
し
た
。（
下
記
参
照
）今
後
は
、こ

の
地
域
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
く
た

め
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、３
月
14
日
に
行
う
地
域

お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
で
も
お
話
し
し

ま
す
。ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
！

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
】

　

▼
日
時
／
３
月
14
日
㈪　

13
時
〜
15
時

　

▼
場
所
／
町
公
民
館　

２
階　

講
堂

　

今
年
度
か
ら
着
任
し
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
と
、来
年
度
の
活
動
目
標
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

　

途
中
参
加
、
途
中
退
席
可
能
で
す
。多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
く
て
長
く
愛
さ
れ
る

ワ
イ
ン
を
目
指
し
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
髙
木
浩
史
で
す
。弟

子
屈
町
で
過
ご
す
初
め
て
の
冬
、寒
さ
が
厳
し

い
で
す
が
、
晴
天
の
日
も
多
く
、
夜
の
星
空
は

本
当
に
き
れ
い
で
感
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
、昨
年
10
月
23
日
に
行
わ
れ
た

弟
子
屈
産
ワ
イ
ン
・
和
牛
発
表
会
で
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

弟
子
屈
産
ワ
イ
ン『
葡え

萄び

色
の
旦よ

あ
け

』は「
お
い
し

い
」「
飲
み
や
す
い
」「
香
り
が
良
い
」と
い
っ
た

好
意
的
な
感
想
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。一

方
で「
酸
味
が
強
い
」「
若
い
」「
熟
成
後
に
期
待
」

と
い
っ
た
意
見
も
い
く
つ
か
い
た
だ
き
ま
し

た
。ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
葡
萄
色
の
旦
」は
、
樽
熟
成
に
必
要
な
生
産

量
に
及
ば
す
、瓶
で
の
１
年
程
度
の
熟
成
期
間

し
か
設
け
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
は
生
産
量

を
伸
ば
し
つ

つ
、適
正
な
熟

成
方
法
・
期
間

を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。ま

た
、品
質
の
向

上
と
安
定
化

を
目
指
し
、ワ

イ
ン
成
分
の

外
部
分
析
も

実
施
す
る
予

定
で
す
。

協力隊通信
炭田さん（右）
＆

髙木さん（左）

もっと愛され親しまれるワインを目指していきます

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshikyouryokutai

日々の活動
発信中！

目
指
せ
人
が
集
ま
る
地
域

南
弟
子
屈
の
30
年
後
の
姿
と
は

南弟子屈の将来像について議論

南
弟
子
屈
地
域
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

　「�

人
が
集あ

つ

ま
り
集つ

ど

う

　
　
町
の
玄
関
口
　
南
弟
子
屈
」

　

南
弟
子
屈
が
位
置
す
る
熊
牛
原
野
で
は
、

ア
イ
ヌ
の
時
代
か
ら
、
釧
路
川
や
小
高
い
山

か
ら
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。今
で
も
南
弟
子
屈
で
は
、自
然
と
人
と
が

農
業
を
中
心
と
し
た
暮
ら
し
を
織
り
な
し
て

い
ま
す
。

　
「
自
然
」が
地
域
の
宝
で
あ
る
よ
う
に「
住
民
」

も
地
域
の
宝
の
１
つ
で
す
。こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
住
民
が
暮
ら
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

南
弟
子
屈
は
、
人
が
集
ま
る
地
域
を
目
指
し

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、

【
変
え
る
こ
と
】

一
、   

若
者
が
住
み
た
い
夢
の
あ
る
地
域
に

し
ま
す
。

一
、  

多
く
の
人
が
帰
り
た
い
地
域
に
し
ま
す
。

一
、『
南
弟
子
屈
』を
知
っ
て
も
ら
え
る
も
の

　
　

を
作
り
ま
す
。

【
変
わ
ら
な
い
こ
と
】

一
、   

今
あ
る
文
化

を
守
り
ま
す
。

一
、   

農
業
・
産
業
を

守
り
、育
て
ま

す
。

一
、   

南
弟
子
屈
の

『
こ
の
場
所
』

『
こ
の
景
色
』

を
守
り
ま
す
。

教
育
大
綱
を
協
議
・
承
認

第
２
回
・
第
３
回
総
合
教
育
会
議

　

町
で
は
、
昨
年
８
月
に
設
置
し
た

「
総
合
教
育
会
議
」の
第
２
回
目
の
会

議
を
11
月
30
日
に
、
第
３
回
目
を
12

月
25
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
町
公
民
館
研

修
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
の
会
議
で
は
、
議
案
第

１
号
で
弟
子
屈
町
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
を
協
議
。協
議
が
整
い
、
原
案

の
と
お
り
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。議
案
第
２
号
で
は
、
法
律
で

各
市
町
村
に
策
定
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
、
教
育
に
関
す
る
大
綱
を

協
議
。弟
子
屈
町
教
育
推
進
基
本
計

画
を
ベ
ー
ス
に
、
町
長
部
局
が
所
管

し
て
い
る
子
育
て
支
援
の
充
実
と

連
携
に
関
す
る
施
策
を
加
え
て
、
原

案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。会
議
で
は

原
案
の
説
明
を
行
い
、
次
回
の
会
議

で
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
25
日
に
開
催
し
た
第
３
回

目
の
会
議
。第
１
号
議
案
で
は
、
第

２
回
目
で
原
案
が
提
示
さ
れ
た
弟

子
屈
町
教
育
大
綱
に
つ
い
て
、
一
部

修
正
の
上
で
協
議
が
整
い
ま
し
た
。

（
下
記
参
照
）議
案
第
２
号
で
は
、
２

０
１
６
年
度
の
教
育
関
係
重
点
事

業
と
予
算
に
つ
い
て
、
小
澤
重
教
育

委
員
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

德
永
町
長
は「
予
算
の
事
情
も
あ
る

が
、
で
き
る
だ
け
計
上
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
今
年
度
予
定
さ
れ
た
会

議
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

会
議
の
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
し
ま
す
。

❏ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ

く
り
政
策
課
政
策
調
整
係
☎
４

　

８
２
‐
２
９
１
３（
課
直
通
）ま
で
。

弟子屈町教育大綱を策定
　本町の教育、学術、文化の振興に関する総合的な施策を推進するための指針となる「弟子屈町教育大綱」を策定しま
した。大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により、各地方公共団体に策定が義務づけられたも
のです。本町では、12月25日に開催した弟子屈町総合教育会議で委員の承認をいただいた後、町長が策定しました。
　大綱の実施期間は今年度から2017年度までの３年間で、社会情勢の動向などにより適宜、改定することとしています。
　大綱では、既に策定されている弟子屈町教育推進基本計画と第５次弟子屈町総合計画を踏まえ、本町の教育の目指
す姿（基本理念）を「学校、家庭、地域社会が連携し、ふるさとを創る人を育む」としました。
　基本方針の項目は、下の表のとおりです。
　大綱の全文は、町公式ウェブサイトで公開しています。

基本理念 基本方針 施策

学校、家庭、地域社

会が連携し、ふるさ

とを創る人を育む

１　学校教育の充実

１　義務教育環境の充実

２　高等教育支援などの充実

３　幼児教育の充実

４　まなびの向上

１　社会教育活動の推進２　社会教育活動の推進

１　地域文化の振興
３　文化・スポーツ活動の推進

２　スポーツ活動の推進

１　地域の魅力を高める人材育成４　人材育成・人づくり・人材の確保

１　活発な地域間交流
５　�まちづくりを支えるネットワークの形成
　　・交流活動支援

１　保育体制の充実
６　子育て支援の充実と連携

２　子どもが安全・安心に暮らせる環境づくり

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

南弟子屈の伝統文化「摩周蝦夷太鼓」


